
コース ２７ 東吾妻山
ひがしあずまやま

 

リーダー  ＣＬ M/K  ＳＬ T/H     

実 施 日  平成 26年９月３（水）天候 晴れのち曇り 

参 加 者   １８ （男性 ８  女性 １０） 

グレード  B 上 

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

秋葉区役所  5：55  

磐梯猪苗代SA 7：20 7：40 朝食  

浄土平 9：05 9：15 ストレッチを済ませスタート  

姥ケ平分岐 10：25 10：35  

東吾妻山山頂 11：30 12：20 昼食 

鎌 沼 13：20 13：３0 ガスの中何も見えず 

桶 沼 14：25 14：30 小さな水のある火口湖 ガスで何も見えず 

浄土平 14：45 15：05  

秋葉区役所 18：05   

山行等概要（幹事のコメント） 

 ほぼ晴天に恵まれた。山頂までは吾妻連峰の最高峰西吾妻山までの 20 数キロの稜線

がくっきりと見えた。 

 西には雲海にぽっかりと磐梯山が浮かんでいる。 

 リンドウが例年になく鮮やか。 

 浄土平からは2つの火口湖を目指したが、濃霧に阻まれ吾妻小富士は割愛する。 

 新潟のローカル局 Teny の月曜の番組に山人（やまんちゅ）がある。９／１（月）の

放送では、一切経山を目指したが濃霧で断念。近日中のリベンジを約束していた。 

 我々が浄土平から

歩き出した頃、湿

原から Teny のク

ルーが現れた。E

パーソナリティー

とOアナ、スタッ

フの4 名だ。皆が

一斉に話しかけ

る。 

 その後の９／８

（月）には、彼ら

が一切経山に登

り、「魔女の瞳」を

見られたことが放

送された。もちろ

ん浄土平の我々も

バッチリ写ってい

た。 
東吾妻山山頂にて 



「楽しみを大きくした東吾妻山での偶然の出会い」 

（１４７９） H/I    

 

猛暑や大雨など全国で気象状況が話題になっているとき、当日の天候に不安を感じてい

ました。しかし、予報では晴れとのことで一安心して、朝６時に参加者１８名で一路『浄

土平』へ向け出発しました。 

浄土平は、前にも訪れた所でしたので、

「鎌沼の花は咲いているかな」と期待して曲

がりくねった山岳道路を進みました。ところ

が、残念なことに車窓からの眺めは浄土平に

着くも一面真っ白・・・ 

気を取り直し身支度して出発。すると、偶

然にもテレビ番組の収録らしき一団とバッタ

リ。なんとTeny の山人の Eさん・Oアナ

で、一切経から五色沼（魔女の瞳）を見るリ

ベンジとのこと。今日は見られるように「魔

女の瞳を見るゾ！！」と一緒にかけ声をかけ

ました。本当に幸運なことでした。 

元気をもらい『姥ヶ平』へと向かいまし

た。よく整備された木道を１時間ほど歩くと目的地である東吾妻山が見えてきました。雄

大で丸い形の山頂。「よし、頑張ろう。」とリーダーに続きます。笹の中をかき分け、足下

がゴロゴロの石、水たまりと悪戦苦闘すること４０分ほど進むと薮が開け、青空が見えて

ホッとしました。 

やっと頂上です。真っ青な空、見渡すと吾妻連峰が一望・・・本当に素晴らしい眺めで

す。遠くに磐梯山が、チョコンと顔を見せています。すてきな山に連れてきて頂き感謝で

す。こんな雄大な景色は初めてかも・・・ 

昼食後もゆっくりと周りを見渡し

大満足で下山開始。転ばないよう心

を引き締め、『鎌沼』へ向かいま

す。しかし霧で真っ白、残念。でも

雨具を出すこともなく、寒くないこ

とが幸いです。スタート地点の浄土

平に下りてから『桶沼』へ行くも、

ガスって真っ白。吾妻小富士は断

念。山の天候は変化が激しいことを

感じ、準備万全にと思ったことでし

た。 

偶然の出会い、雄大な山に感動し

た楽しい一日でした。リーダー、参

加者の皆さん、ありがとうございま

した。 

 

 

Teny のスタッフと浄土平にて 

 

我がパーティーの美女軍団・背景は西吾妻山 


